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茶病害虫防除情報 

                【第 1 号】           令和 3 年 1 月 25 日 

                              鹿児島県経済連･肥料農薬課 

クワシロカイガラムシ防除適期の産地間比較とﾌﾟﾙｰﾄ MC による防除法 

 最近、クワシロカイガラムシの発生は少なくなり、大きな被害はみられなくなりました。これは

効果の高いﾌﾟﾙｰﾄ MC の普及や天敵への影響が少ない薬剤使用など防除体系の変化、さらに、皆様の

適期、適切な防除実施によるものと思われます。本会でも適期防除をすすめるため毎年主要産地に

おける産卵・ふ化状況調査を実施して、防除適期の予測を行い、防除情報を提供してきました。 

この 20 年近い調査において、県内主要産地の防除適期であるふ化最盛期は年による変動はあるも

のの基準とした旧農業開発総合ｾﾝﾀｰ茶業部（有効積算温度による防除適期予測値）と比較しある程

度の早晩（日数差）の傾向が得られましたので、今後の防除対策の参考資料として提供します。 

表 1 茶業部を基準としたクワシロカイガラムシ防除適期の比較 
                      （＋ 日遅い   － 日早い） 

市町（旧市町）   地区 第 1 世代 第 2 世代  第 3 世代 

南九州市（知覧） 

           

茶業部（基準） 

後岳 

横峯 

塗木 西垂水 

菊永 大隣 

      0 日 

 ＋3 ～ ＋5 

 －1 ～ ＋1 

 －3 ～ －5 

－7 ～ －9 

           0 日 

  ＋4 ～ ＋6 

  －1 ～ ＋1 

  －2 ～－ 4 

 －5 ～ －7 

          0 日 

  ＋3 ～ ＋5 

  －1 ～ ＋１ 

 －2 ～ －4 

 －6 ～ －8 

南九州市（頴娃） 青戸 雪丸 

折尾 

谷場  

瀬谷 

 －2 ～ －4 

 －1 ～ －3 

  0 ～ ＋2 

  －2 ～   0 

 －2 ～ －4 

 －1 ～ －3 

 －1 ～ ＋1 

  －2 ～   0 

 －2 ～ －4 

 －2 ～ －4 

 －1 ～ ＋1 

  －2 ～   0 

南九州市（川辺） 松崎 

鳴野原 

塘池 勝目 

  －1 ～ ＋1 

 ＋2 ～ ＋4 

  0 ～ ＋2 

 －1 ～ ＋1 

 ＋1 ～ ＋2 

 －1 ～ ＋1 

 －1 ～ ＋１ 

 ＋2 ～ ＋4 

 －1 ～ ＋1 

枕崎市 鹿籠 大塚 
中原 別府 茅野 

駒水 

木口屋 

 －8 ～－10 

 －6 ～ －8 

 －4 ～ －6 

 －3 ～ －5 

 －9 ～－11 

 －5 ～ －7 

 －2 ～－ 4 

 －3 ～ －5 

－10 ～－12 

 －5 ～ －7 

 －2 ～ －4 

 －2 ～ －4 

南さつま市（加世田） 玉虫野 東山 

鉄山 

  0 ～ ＋2 

  ＋3 ～ ＋5 

 －1 ～ ＋1 

 ＋2 ～ ＋4 

 －1 ～ ＋1 

 ＋2 ～ ＋4 

南さつま市（金峰） 大野 

白川 

 －5 ～ －7 

 －2 ～ －4 

 －4 ～ －6 

 －1 ～ －3 

 －4 ～ －6 

  0 ～ －2 

錦江町 （大根占） 城元 

すずしろ  

 －2 ～ －4 

 －3 ～ －5 

 －2 ～ －4 

 －2 ～ －4 

  －2 ～ －4 

  －2 ～ －4 

錦江町  （田代） 盤山 

川床 大原 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋1 ～ ＋3 

 ＋2 ～ ＋4 

  0 ～ ＋2 

 ＋1 ～ ＋3 

   0 ～ ＋2 

鹿屋市 高須 

大姶良 

東原 

 －9 ～－11 

 －6 ～ －8 

 －6 ～ －8 

 －10～－12 

 －5 ～ －7 

 －6 ～ －8 

－11 ～－13 

 －7 ～ －9 

 －7 ～ －9 
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志布志市 （有明） 

     

原田 

野神 

風八重 

伊崎田 

 －7 ～ －9 

 －4 ～ －6 

 －1 ～ －3 

  0 ～ ＋2 

 －8 ～－10 

 －4 ～ －6 

 －2 ～ －4 

 －1 ～ ＋1 

 －11～－13 

 －4 ～ －6 

 －1 ～ －3 

 －1 ～ ＋1 

志布志市（志布志） 安楽 帖  －7 ～ －9  －7 ～ －9   －8 ～－10 

志布志市 （松山） 泰野   0 ～ －2  －1 ～ －3  －2 ～ －4 

曽於市 （末吉） 丸山 大沢津  ＋2 ～ ＋4  ＋1 ～ ＋3  －1 ～ ＋1 

曽於市 （大隅） 八合原  ＋1 ～ ＋3   0 ～ ＋2     0 ～ －2 

曽於市 （財部） 

 

正部 

十文路 

 ＋3 ～ ＋5 

 ＋4 ～ ＋6 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋1 ～ ＋3 

  0 ～ ＋2 

日置市 （伊集院） 

 

飯牟礼 

恋の原 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋1 ～ ＋3 

 ＋1 ～ ＋3 

  0 ～ ＋2 

  0 ～ ＋2 

    0 ～ ＋2 

日置市 （東市来） 田代 梅木  ＋2 ～ ＋4  ＋2 ～ ＋4  ＋1 ～ ＋3 

鹿児島市 （松元） 

 

春山 仁田尾 

直木 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋2 ～ ＋4  

 ＋1 ～ ＋3 

  0 ～ ＋2 

   0 ～ ＋2 

霧島市 （溝辺） 崎森 十三塚原 

空港周辺 麓  

木佐貫原 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋3 ～ ＋5 

 ＋4 ～ ＋6 

 ＋2 ～ ＋4 

 ＋3 ～ ＋5 

 ＋4 ～ ＋6 

   0 ～ ＋2 

 + 1 ～ ＋3 

 ＋2 ～ ＋4 

霧島市 （牧園） 中津川 

三体堂 万膳 

 ＋3 ～ ＋5 

 ＋5 ～ ＋7 

 ＋4 ～ ＋6 

 ＋5 ～ ＋7 

 ＋3 ～ ＋5 

 ＋4 ～ ＋6 

湧水町 （栗野） 楢原 十三塚原  ＋6 ～ ＋8  ＋6 ～ ＋8  ＋4 ～ ＋6 

さつま町（宮之城） 舟木 山崎  ＋4 ～ ＋6  ＋3 ～ ＋5  ＋1 ～ ＋3 

薩摩川内市 

 （入来 樋脇） 

中之原 

柳原 丸山 

 ＋4 ～ ＋6 

 ＋3 ～ ＋5 

  0 ～ ＋2 

 ＋1 ～ ＋3 

 －1 ～ ＋1 

  0 ～ ＋2 

出水市 平和  ＋3 ～ ＋5  ＋1 ～ ＋2   0 ～ ＋2 

 

  越冬雌成虫休眠期におけるプルート MC によるクワシロカイガラムシ防除法 

防除時期が近まりましたので、プルート MC の特徴、使用法について紹介します。 

プルート MC は昆虫の発育成長（変態・脱皮）ﾎﾙﾓﾝ代謝に作用し殺虫する幼若ホルモン活性物質

薬剤です。ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに有効で、残効性が極めて優れる特徴があります。越冬中の

雌成虫時に散布しますが、雌成虫に対する直接殺虫効果はありません。茶枝条に散布された薬剤は

待受型で接触的に作用し、ふ化してきた幼虫が触れ、幼虫の発育、脱皮や変態などを阻害して、殺

虫します。薬剤の残効は散布後概ね第 3 世代の秋期頃までみられ、その後密度の低下で、見掛け上

は 2 年間程発生を抑える効果がみられます。散布適期を見極める必要がなく、越冬期の何時でも防

除が可能ですが、残効性を考慮すると使用基準である一番茶摘採 30 日前（萌芽前）の 2 月中旬～3

月上旬頃の散布が良いと思われます。勿論、この防除も幼虫ふ化最盛期防除と同様枝条に薬剤をむ

らなく付着させることが大切です。プルート MC は IGR 剤で、天敵などへの影響も少なく、IPM

防除にも適合します。なお、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに対しては葉寄生のため残効性がやや劣るようです。 

薬剤使用は事前の会員登録が必要で、蚕毒が極めて強いため、桑園から 2.6 km 以内は使用が規制 

され、使用後の容器回収が義務づけられています。薬剤価格が極めて高いため茶園の発生状況な

どを勘案し、計画的使用が望ましいです。なお米国および EU 輸出茶栽培園にも使用できます。 
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  越冬休眠中の雌成虫時に散布するが、ﾌﾟﾙｰﾄ MC は雌成虫自体には殺虫効果はない 

 

ふ化幼虫が枝条を歩行・定着するときにﾌﾟﾙｰﾄ MC に触れ殺虫効果を示す 


